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平成 26 年 7 月 31 日 

各  位 
会 社 名 東  海 運 株 式 会 社

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 壁 谷 泰 雄

（コード番号：9380  東証第一部）

問 合 せ 先 経 営 企 画 部 長 湯 川 次 郎

（ TEL. 03-6221-2203）
 

特別損失及び特別利益の計上並びに業績予想の修正に関するお知らせ 
 

本年 3 月 24 日に発生しました弊社子会社イースタンマリンシステム株式会社所有セメント専用船

「環洋丸（総トン数：4,953 トン）」座礁事故につきましては、関係各所の皆様に多大なるご迷惑及び

ご心配をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。今後は当社グループにおける安全運航管理全

般の取り組みの更なる強化に努めてまいります。 
 
このたび、平成 27 年 3 月期第 1 四半期において、下記のとおり座礁事故に伴う特別損失及び特別

利益を計上することになりましたのでお知らせするとともに、平成 26 年 5 月 14 日に公表した業績予

想を修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１． 特別損失の計上 

座礁現場からの救助作業費用、廃棄処分となる積荷（セメント）の補償、本船（現在、仙台港から瀬戸

内の解体場所へ曳航中）を廃船することによる帳簿価額除却損、解体に係る費用及び本船不稼働による代

替船手配費用等が発生いたしました。これらの損害額を見積った結果、「船舶事故に係る損失」として 1,376
百万円を特別損失に計上いたします。 

 
２． 特別利益の計上 

上記の損害額に対して、イースタンマリンシステム株式会社が付保した保険により求償される保険金を

「船舶事故に係る保険金収入」として 1,399 百万円、また本船廃船に伴う「特別修繕引当金戻入額」とし

て 36 百万円、総額 1,436 百万円を特別利益に計上いたします。 
 

３． 業績予想の修正について 
(1) 平成 27 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 

四半期 
純利益 

1 株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 20,889 ― ― ― ―

今回修正予想（B） 20,889 388 394 315 11 10
増減額（B－A） 0 ― ― ― ―

増減率（％） 0 ― ― ― ―

(ご参考)前期第 2 四半期実績 
(平成26年3月期第2四半期) 

20,243 469 466 271 9 55
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(2) 平成 27 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 
 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 42,124 ― ― ― ―

今回修正予想（B） 42,124 778 788 547 19 27
増減額（B－A） 0 ― ― ― ―

増減率（％） 0 ― ― ― ―

(ご参考)前期実績 
(平成 26 年 3 月期) 

40,951 929 932 432 15 23

 
(3) 平成 27 年 3 月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日） 

 
営業収益 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 17,605 ― ― ―

今回修正予想（B） 17,605 402 319 11 24
増減額（B－A） 0 ― ― ―

増減率（％） 0 ― ― ―

(ご参考)前期第 2 四半期実績 
(平成26年3月期第2四半期) 

17,260 456 283 9 97

 
(4) 平成 27 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 

 
営業収益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 35,555 ― ― ―

今回修正予想（B） 35,555 783 539 18 98
増減額（B－A） 0 ― ― ―

増減率（％） 0 ― ― ―

(ご参考)前期実績 
(平成 26 年 3 月期) 

34,774 861 356 12 53

 
業績予想の修正に関しましては、座礁事故による損害額及び保険求償額のほか、本船の廃船により不稼

働となることによる営業損益の影響額等を織り込んだ結果として上記のとおり業績予想を開示いたします。 
 

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実

な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化により、上記数値と異なる場合があります。 
 

以上 


